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第
八
十
九
号
議
案 

 
 
 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

附
則
第
三
十
三
項
中
「
経
過
措
置
」
を
「
事
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
十
四
項
と
し
、

附
則
第
三
十
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

（
防
疫
業
務
手
当
の
特
例
） 

 
 

職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
処
す
る
た
め
、
緊
急
に
行
わ
れ
た

措
置
に
係
る
業
務
で
あ
っ
て
、
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
も
の
と
し
て
委
員
会
規
則
で
定

め
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
は
、
防
疫
業
務
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
業
務

に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
千
円
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の

疑
い
の
あ
る
者
の
身
体
に
接
触
し
て
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
長
時
間
に
わ
た
り
接
し
て
行
う
業
務

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
委
員
会
規
則
で
定
め
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
四
千
円
）
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
四
条
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

 
 
 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
十
三
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年

一
月
二
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
条
例
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
特
殊
勤
務
手
当
は
、
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る

特
殊
勤
務
手
当
の
内
払
と
み
な
す
。 

  
 

令
和
二
年
六
月
十
五
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 
 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 

   
 
 
 
 
 

提 

案 

理 

由 

令
和
二
年
五
月
十
二
日
付
け
で
埼
玉
県
人
事
委
員
会
か
ら
さ
れ
た
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
つ

い
て
の
意
見
に
基
づ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
処
す
る
た
め
の
緊
急
に
行
わ
れ
た

措
置
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
防
疫
業
務
手
当
の
特
例
を
定
め
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も

の
で
あ
る
。 

33 
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第
九
十
号
議
案 

 
 
 

埼
玉
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
（
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 
埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
一
条
第
五
項
中
「
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
」
を
「
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売

却
組
合
及
び
敷
地
分
割
組
合
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
四
号
の
五
イ
の
項
」
を
「
第
二
十
三

条
第
一
項
第
四
号
の
二
イ
の
項
」
に
、
「
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
」
を
「
及
び
第
四
項
」
に

改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
寡
夫
」
を
「
ひ
と
り
親
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
三
条
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
額
」
を
「
寡
婦
控
除
額
、
ひ
と
り
親
控
除
額
」
に
改

め
る
。 

第
三
十
条
の
三
第
二
項
中
「
、
同
項
第
二
号
の
連
結
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
六
月
の
期
間

若
し
く
は
同
項
第
三
号
の
連
結
法
人
税
額
の
課
税
標
準
の
算
定
期
間
又
は
同
項
第
四
号
」
を
「
若

し
く
は
同
項
第
二
号
の
期
間
又
は
同
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
る
。 

第
三
十
条
の
四
中
「
第
四
項
、
第
十
九
項
、
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
三
項
」
を
「
第
三
十

一
項
、
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
五
項
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
一
条
第
二
項
中
「
そ
の
事
業
年
度
開
始
の
日
か
ら
六
月
の
期
間
の
末
日
」
を
「
同
項

に
規
定
す
る
六
月
経
過
日
の
前
日
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
又
は
個
別
帰
属
益
金
額
及
び
個
別
帰
属
損
金
額
」
を
削
る
。 

第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
イ
中
「
当
該
連
結
親
法
人
」
を
「
当
該
法
人
又
は
当
該
法

人
と
の
間
に
通
算
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
通
算
法
人
」
に
、
「
各
連
結
事
業
年
度
」
を
「
各
事

業
年
度
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
当
該
連
結
親
法
人
の
当
該
各
連
結
事
業
年
度
の
決
算
」
を
「
当

該
各
事
業
年
度
の
決
算
」
に
、
「
当
該
連
結
法
人
」
を
「
当
該
法
人
又
は
当
該
法
人
と
の
間
に

通
算
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
通
算
法
人
」
に
、
「
当
該
連
結
親
法
人
の
当
該
各
連
結
事
業
年
度

の
連
結
所
得
の
金
額
」
を
「
法
人
税
法
第
二
編
第
一
章
第
一
節
第
十
一
款
第
一
目
の
規
定
そ
の

他
通
算
法
人
に
適
用
さ
れ
る
規
定
に
よ
る
法
人
税
の
所
得
の
金
額
又
は
欠
損
金
額
及
び
法
人
税

の
額
」
に
改
め
る
。 

第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

 
 

た
だ
し
、
一
本
当
た
り
の
重
量
が
〇
・
七
グ
ラ
ム
未
満
の
葉
巻
た
ば
こ
の
本
数
の
算
定
に

つ
い
て
は
、
当
該
葉
巻
た
ば
こ
の
一
本
を
も
つ
て
紙
巻
た
ば
こ
の
〇
・
七
本
に
換
算
す
る
も

の
と
す
る
。 

 

附
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
中
「
令
和
二
年
九
月
三
十
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
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日
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
取
得
に
対
す
る

不
動
産
取
得
税
の
減
額
等
の
特
例
） 

第
二
十
七
条 

第
三
十
二
条
の
八
第
四
項
に
規
定
す
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
取
得
し
、

当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
の
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
耐
震
改

修
に
係
る
契
約
を
施
行
令
で
定
め
る
日
ま
で
に
締
結
し
て
い
る
個
人
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
に
よ
り
当
該
耐
震
改
修
を
し
て

当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
そ
の
取
得
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
居
住
の
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
き
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が

さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
耐
震
改
修
を
し
て
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅
を
令
和

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
と
き
（
当
該
耐
震
基
準
不
適
合

既
存
住
宅
を
当
該
耐
震
改
修
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
居
住
の
用
に
供
し
た
場
合
に

限
る
。
）
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
当
該
耐
震
基
準
不
適
合
既
存

住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
」
と
、
「
行
い
」
と

あ
る
の
は
「
行
い
、
当
該
住
宅
の
当
該
耐
震
改
修
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
」
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
二
条
の
九
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条

の
十
一
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

          第
二
条 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
〇
・
七
グ
ラ
ム
」
を
「
一
グ
ラ
ム
」
に
、
「
〇
・

七
本
」
を
「
一
本
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
二
十
七
条
を
附
則
第
二
十
九
条
と
し
、
附
則
第
二
十
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え

る
。 

第
三
十
二
条
の
十

一
の
二
第
二
項 

 

第
三
十
二
条
の
九

第
一
項 

六
月
以
内

０ か
ら
六
月

以
内 

一
年
六
月

以
内
、
同

項
第
二
号

０ 

同
項
の
耐
震
改
修
の
日
後
六
月
以
内
の
日
ま
で 

か
ら
当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存

住
宅
の
耐
震
改
修
の
日
後
六
月
以
内
の
日
ま
で 

当
該
土
地
の
上
に
あ
る
耐
震
基
準
不
適
合
既
存
住
宅

の
耐
震
改
修
（
第
三
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
耐
震
改
修
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
日
後
六
月
以
内
の
日
ま
で
、
前
条
第

四
項
第
二
号 

 



- 10 - 

 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
） 

第
二
十
七
条 

法
附
則
第
六
十
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
も
の
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
の
影
響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和

二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指
定
行
事
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
中
止
等
に
よ
り
生
じ
た
同
項
に
規
定
す
る
入
場
料
金
等
払
戻
請
求
権
の
全
部
又
は
一
部
の

放
棄
と
す
る
。 

 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
特
例
） 

第
二
十
八
条 

法
附
則
第
六
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
附
則
第
六
条
の
二
第

二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和
十
五
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
十

六
年
度
」
と
す
る
。 

 

（
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
元
年
埼
玉
県
条
例
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
の
う
ち
、
埼
玉
県
税
条
例
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
を
削
る
。 

附
則
第
一
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

二 

削
除 

附
則
第
一
項
第
三
号
中
「
附
則
第
十
項
」
を
「
附
則
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
附

則
第
五
項
」
を
「
附
則
第
四
項
」
に
改
め
、
附
則
第
三
項
を
削
り
、
附
則
第
四
項
中
「
附
則
第

六
項
及
び
第
七
項
」
を
「
附
則
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
項
と
し
、

附
則
第
五
項
を
附
則
第
四
項
と
し
、
附
則
第
六
項
か
ら
附
則
第
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。 

（
法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
一
項
中
「
又
は
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に

掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
」
を
「
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
若
し
く
は
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま

で
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
、
又
は
第
三
号
若
し
く
は
第
五
号
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
五
十
三
条
第
五
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
三
項
」
に
、
「
控
除
対
象

個
別
帰
属
調
整
額
」
を
「
控
除
対
象
通
算
適
用
前
欠
損
調
整
額
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第

五
十
三
条
第
十
五
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
二
十
六
項
」
に
、
「
控
除
対
象
個
別
帰
属
還
付
税

額
」
を
「
控
除
対
象
還
付
対
象
欠
損
調
整
額
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第

五
号
中
「
第
五
十
三
条
第
十
二
項
第
三
号
」
を
「
第
五
十
三
条
第
二
十
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
五
十
三
条
第
十
二
項
第
二
号
」
を
「
第
五
十

三
条
第
二
十
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
第
五
十
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三
条
第
十
二
項
第
一
号
」
を
「
第
五
十
三
条
第
二
十
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

七
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
三
条
第
九
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
十
三
項
」
に
、
「
控

除
対
象
個
別
帰
属
税
額
」
を
「
控
除
対
象
通
算
対
象
所
得
調
整
額
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

五 

法
第
五
十
三
条
第
十
七
項
に
定
め
る
加
算
対
象
被
配
賦
欠
損
調
整
額 

六 

法
第
五
十
三
条
第
十
九
項
に
定
め
る
控
除
対
象
配
賦
欠
損
調
整
額 

第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

二 

法
第
五
十
三
条
第
八
項
に
定
め
る
控
除
対
象
合
併
等
前
欠
損
調
整
額 

三 

法
第
五
十
三
条
第
十
一
項
に
定
め
る
加
算
対
象
通
算
対
象
欠
損
調
整
額 

第
三
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
第
二
号
中
「
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
納

付
す
る
法
人
」
を
削
り
、
「
こ
れ
ら
の
法
人
の
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
連
結
事
業
年
度
開
始

の
日
か
ら
六
月
」
を
「
当
該
法
人
の
同
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
個
別
帰
属
法
人
税
額
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
条
中
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
条
の

七
」
を
「
第
四
条
の
三
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
す
る
。 

 
 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。 

 

一 

第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例
附
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
例
附
則

に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
た
だ
し
書
を
加
え
る
改
正
規
定
及

び
附
則
第
八
項
の
規
定 

令
和
二
年
十
月
一
日 

 

三 

第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
三
条
の
改
正
規

定
並
び
に
第
二
条
（
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
並
び
に
次
項
の
規
定 

令
和
三

年
一
月
一
日 

 

四 

第
二
条
中
埼
玉
県
税
条
例
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第

九
項
の
規
定 

令
和
三
年
十
月
一
日 

 

五 

第
一
条
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
次
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第

四
条
並
び
に
附
則
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定 

令
和
四
年
四
月
一
日 

 

六 

第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例
第
二
十
一
条
第
五
項
の
改
正
規
定 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適

正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第 

 
 

号
）
の
施
行
の
日 

 

（
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 
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２ 

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
（
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
は
、
令
和
三
年
度
以
後
の
年
度
分
の

個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
二
年
度
分
ま
で
の
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

３ 

附
則
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
附
則
第
五
項
及
び

第
七
項
に
お
い
て
「
四
年
新
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す
る
部
分
及

び
改
正
後
の
法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
同
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
（
以
下
「
五
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
所
得
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
七
項
に
お
い
て
「
所

得
税
法
等
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
（
所
得
税
法
等
改
正
法
附
則
第
一
条
第
五
号

ロ
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十

四
号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
四
年
旧
法
人
税
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
十
二

号
の
七
に
規
定
す
る
連
結
子
法
人
（
以
下
「
連
結
子
法
人
」
と
い
う
。
）
の
連
結
親
法
人
事
業

年
度
（
四
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
除
く
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
に

つ
い
て
適
用
す
る
。 

４ 

五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施

行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
及
び
五
号
施
行
日
前
に
開
始

し
た
連
結
事
業
年
度
（
四
年
旧
法
人
税
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
連
結
事
業
年
度

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
附
則
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人

事
業
年
度
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
を
含
む
。
）
分
の
法
人
の
県
民
税
に

つ
い
て
は
、
附
則
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
（
附
則
第

六
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
四
年
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
中
法
人
の
県
民
税
に
関
す

る
部
分
及
び
改
正
前
の
法
人
の
県
民
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
。 

 

（
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

５ 

四
年
新
条
例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
五
号
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る

事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度

を
除
く
。
）
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

６ 

五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連
結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施

行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
を
含
む
。
）
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
四
年
旧
条

例
の
規
定
中
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
部
分
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

７ 

所
得
税
法
等
改
正
法
附
則
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
所
得
税
法
等
改
正
法
第
三
条
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の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
人
税
法
第
六
十
四
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
内
国
法
人
が
五
号
施
行
日
の
属
す
る
連
結
事
業
年
度
（
連
結
子
法
人
の
連

結
親
法
人
事
業
年
度
が
五
号
施
行
日
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
度
を
含
む
。
）
に
お
い
て
四

年
旧
条
例
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
場
合
に
は
、
当
該

内
国
法
人
は
、
当
該
連
結
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日
に
お
い
て
四
年
新
条
例
第
三
十
一
条
の

六
第
一
項
第
三
号
の
提
出
期
限
の
延
長
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

（
県
た
ば
こ
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

８ 

附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た

葉
巻
た
ば
こ
に
係
る
県
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

９ 

附
則
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
課
し
た
、
又
は
課
す
べ
き
で
あ
っ
た

葉
巻
た
ば
こ
に
係
る
県
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

  
 

令
和
二
年
六
月
十
五
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 
 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 

提 

案 

理 

由 

 

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率
の
特
例
措
置
を
延
長
す

る
等
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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第
九
十
一
号
議
案 

 
 
 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

 

別
表
農
林
部
の
項
第
三
十
一
号
中
「
ブ
ル
セ
ラ
病
」
を
「
ブ
ル
セ
ラ
症
」
に
、
「
結
核
病
」
を

「
結
核
」
に
、
「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
」
を
「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症
」
に
、
「
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
感

染
症
」
を
「
家
き
ん
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
三
号
中
「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
」
を

「
ピ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
症
」
に
、
「
ニ
ュ
ー
カ
ツ
ス
ル
病
」
を
「
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

令
和
二
年
六
月
十
五
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 
 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 

   
 
 
 
 
 

提 

案 

理 

由 

 

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
定
の
整
備
を
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す

る
も
の
で
あ
る
。 



- 15 - 

第
九
十
二
号
議
案 

 
 
 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
条
例 

 
上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
（
昭
和
六
十
二
年
埼
玉
県
条
例

第
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 
 

附 
則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

令
和
二
年
六
月
十
五
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 

埼 

玉 
県 
知 

事 
 
 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 

   
 
 
 
 
 

提 

案 

理 

由 

 

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
し
た
た
め
、
こ
の
事
業
の
施
行
規

程
を
廃
止
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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「
 

 

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心 

番
地
二 

十
三
番
地
一 

埼
玉
県
立
け
や
き
特
別
支
援
学
校 

埼
玉
県
立
け
や
き
特
別
支
援
学
校 

埼
玉
県
立
戸
田
か
け
は
し
高
等
特
別
支
援
学
校 

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
一 

戸
田
市
大
字
新
曽
字
稲
荷
千
九 

一
番
地
二 

第
九
十
三
号
議
案 

 
 
 

埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 
埼
玉
県
学
校
設
置
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
二
号
の
表
埼
玉
県
立
戸
田
翔
陽
高
等
学
校
の
項
中
「
大
字
新
曾
字
稲
荷
千
九
十
三
番
地
」
を

「
大
字
新
曽
字
稲
荷
千
九
十
三
番
地
一
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
号
の
表
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
の
表
埼
玉
県
立
戸
田

翔
陽
高
等
学
校
の
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

令
和
二
年
六
月
十
五
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 
 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 

提 

案 

理 

由 

 

新
た
に
県
立
特
別
支
援
学
校
一
校
を
設
置
す
る
等
し
た
い
の
で
、
こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で

あ
る
。 

  
 
 

        
 

 

」 

」 

に 

改 

め 

る 

。 

を 

「 
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第
九
十
四
号
議
案 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る 

 
 

 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例 

（
昭
和
三
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
中
「
に
お
け
る
」
を
「
（
附
則
第
一
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
事

故
発
生
日
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
十
六
万
五
千
百
五
十
円
」
を
「
十
六
万
六
千
九
百
五
十
円
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
七
万
七
百
九
十
円
」
を
「
七
万
二
千
九
百
九
十
円
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
八
万
二
千
五
百
八
十
円
」
を
「
八
万
三
千
四
百
八
十
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「
三
万
五
千
四
百
円
」
を
「
三
万
六
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
一
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
百
分
の
五
」
を
「
事
故
発
生
日
等
に
お
け
る
法
定

利
率
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
学
校
医
及
び
学
校
歯
科
医
の
補
償
基
礎
額
の
項
中
「
六
、
一
九
八
円
」
を
「
六
、
二
四
五

円
」
に
、
「
七
、
九
五
五
円
」
を
「
八
、
〇
〇
三
円
」
に
、
「
九
、
五
八
〇
円
」
を
「
九
、
六
〇

八
円
」
に
改
め
、
同
表
学
校
薬
剤
師
の
補
償
基
礎
額
の
項
中
「
五
、
二
二
五
円
」
を
「
五
、
二
六

三
円
」
に
、
「
六
、
二
〇
三
円
」
を
「
六
、
二
四
〇
円
」
に
、
「
六
、
八
八
〇
円
」
を
「
六
、
九

〇
〇
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
第
二
条
第
二
項
並
び
に
附
則
第
一
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
令
和 

 

二
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
障
害
補
償
年
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日 

 

前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
障
害
補
償
年
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

改
正
後
の
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由 

 

 

が
生
じ
た
介
護
補
償
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
介
護
補
償
に 

 

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

４ 

改
正
後
の
別
表
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た

公
務
災
害
補
償
並
び
に
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償
年 

金
及
び
遺
族
補
償
年
金
で
同
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
の
補
償
基
礎
額
に
つ 

い
て
適
用
し
、
そ
の
他
の
公
務
災
害
補
償
の
補
償
基
礎
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ 

る
。 
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令
和
二
年
六
月
十
五
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼 

玉 

県 

知 

事 
 

 
 

大 
 

野 
 

元 
 

裕 
 

 

   
 

 
 

 
 

提 

案 

理 

由 

 

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政 

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
に
対
す
る
休
業 

補
償
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
補
償
基
礎
額
及
び
介
護
補
償
の
額
の
改
定
等
を
し
た
い
の
で
、 

こ
の
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。 


